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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第86期

第３四半期
連結累計期間

第87期
第３四半期
連結累計期間

第86期

会計期間
自 平成25年４月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （千円） 11,838,187 12,627,208 16,299,304

経常利益 （千円） 1,247,170 1,302,950 1,907,865

四半期（当期）純利益 （千円） 987,245 777,704 1,387,881

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,224,208 869,487 1,894,419

純資産額 （千円） 22,163,160 23,430,182 22,746,219

総資産額 （千円） 25,535,161 27,101,229 25,841,910

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 48.05 37.85 67.55

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 84.3 83.6 85.3
 

　

回次
第86期

第３四半期
連結会計期間

第87期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日

至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 13.74 13.06
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社企業集団において営まれている事業の内容について重要な変更はありませ

ん。

 また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　（自動車部品製造）　

　平成26年８月にFUJI OOZX MEXICO, S.A.DE C.V.を設立し連結子会社としております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1)  業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済の状況は、回復基調の持続する米国経済に下支えされたものの、新

興国の景気持ち直しは弱く、回復の足取りは緩慢でありました。

　一方、国内経済は政府や日銀の各種政策の効果により、企業の設備投資が堅調となる等の動きがありましたが、

個人消費の弱さが見られたこと等から、景気の先行きに対して不透明感が残りました。

　当社グループの属する自動車業界につきましては、国内需要は消費税増税の影響が各社の想定より長引いたた

め、販売台数は伸び悩む結果となりました。

　このような市場環境の中で当社グループは、生産性の向上、原価改善並びに経費削減に努めてまいりました。

これにより、売上高は12,627百万円（前年同期比789百万円増）、営業利益は932百万円（前年同期比55百万円

増）、経常利益は1,303百万円（前年同期比56百万円増）、四半期純利益は778百万円（前年同期比210百万円減）

となりました。
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セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 自動車部品製造

主力のエンジンバルブを含む当セグメントは、国内の中空弁の需要等が増加し、売上高は12,210百万円（前年同

期比940百万円増）、セグメント利益（営業利益）は848百万円（前年同期比50百万円増）となりました。

 

② 流通

当セグメントにおきましては、自動車部品の取引量に連動し推移しましたが、一部不採算事業の撤退により、売

上高は417百万円（前年同期比151百万円減）、セグメント利益（営業利益）は９百万円（前年同期は営業損失12百

万円）となりました。

 

(2)  財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は27,101百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,259百万円増加してお

ります。

 

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は14,935百万円と前連結会計年度末に比べ47百万円減少しております。

 

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末の固定資産は12,166百万円と前連結会計年度末に比べ1,306百万円増加しておりま

す。

主な要因は次のとおりであります。

・設備投資を実施した結果、有形固定資産が1,231百万円増加しております。

 

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は3,464百万円と前連結会計年度末に比べ581百万円増加しております。

主な要因は次のとおりであります。

・支払手形及び買掛金が192百万円増加してります。

・流動負債（その他）に含まれる未払金が236百万円増加しております。

・流動負債（その他）に含まれる未払消費税が93百万円増加しております。

 

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末の固定負債は207百万円と前連結会計年度末に比べ６百万円減少しております。

 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産の残高は23,430百万円と前連結会計年度末に比べ684百万円増加しており

ます。
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(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は118百万円であります。

 

(5)  経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの事業の中心である自動車部品は、世界の自動車業界の主要市場は成長が期待されるものの、日本

では顧客の自動車部品の海外での調達化の進展に伴う輸出の減少が継続することにより、厳しい事業環境が予想さ

れます。

　このような状況の中、当社グループと致しましては、グローバル化への対応として、中国子会社である富士气門

(広東)有限公司の能力増強を図るとともに、インドネシア共和国西ジャワ州に設立したPT. FUJI OOZX INDONESIA

の稼働をスタートし、アジア地域の顧客要求への対応を行って参ります。加えて、新たな海外拠点としてメキシコ

中部のグアナファト州にエンジンバルブの製造・販売を手掛けるFUJI OOZX MEXICO, S.A. DE C.V. を設立し、グ

ループとしての売上増加をさらに進めてまいります。

　国内では、静岡工場をものづくりにおけるマザー工場として位置づけ、中国・インドネシア・メキシコの4極一

体経営による経営基盤の強化や、原価低減活動による利益の確保、経費削減活動による固定費の低減、収益の確

保、顧客のグローバル展開への対応等を推進してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,559,500 20,559,500
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は
1,000株であります。

計 20,559,500 20,559,500 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 平成26年10月１日 ～
 平成26年12月31日

― 20,559,500 ― 3,018,648 ― 2,769,453
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 13,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,531,000 20,531 －

単元未満株式 普通株式 15,500 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数  20,559,500 － －

総株主の議決権 － 20,531 －
 

（注）１. 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数１ 

個）含まれております。

２. 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式154株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

（自己保有株式）
フジオーゼックス株式会社

静岡県菊川市三沢
1500番地の60

13,000 － 13,000 0.0

計 － 13,000 － 13,000 0.0
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,063,197 6,532,044

  受取手形及び売掛金 ※3  4,093,515 ※3  4,164,067

  商品及び製品 564,504 707,774

  仕掛品 547,570 645,712

  原材料及び貯蔵品 672,761 781,517

  その他 2,046,364 2,109,827

  貸倒引当金 △6,000 △6,000

  流動資産合計 14,981,912 14,934,940

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,865,362 3,247,179

   機械装置及び運搬具（純額） 2,272,625 3,602,170

   土地 2,809,929 2,819,754

   その他（純額） 1,210,041 719,837

   有形固定資産合計 9,157,957 10,388,941

  無形固定資産   

   のれん 5,646 4,343

   その他 44,734 54,646

   無形固定資産合計 50,380 58,989

  投資その他の資産   

   その他 1,678,661 1,745,559

   貸倒引当金 △27,000 △27,200

   投資その他の資産合計 1,651,661 1,718,359

  固定資産合計 10,859,998 12,166,288

 資産合計 25,841,910 27,101,229

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※3  1,642,138 ※3  1,834,260

  未払法人税等 165,381 138,177

  賞与引当金 53,885 26,371

  役員賞与引当金 42,600 －

  その他 ※3  978,856 ※3  1,465,523

  流動負債合計 2,882,859 3,464,331

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 3,350 600

  環境対策引当金 24,499 24,499

  退職給付に係る負債 39,762 38,800

  その他 145,221 142,818

  固定負債合計 212,832 206,716

 負債合計 3,095,691 3,671,047
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,018,648 3,018,648

  資本剰余金 2,769,453 2,769,453

  利益剰余金 16,412,884 16,994,825

  自己株式 △6,361 △6,526

  株主資本合計 22,194,623 22,776,399

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 △67,923 △35,521

  退職給付に係る調整累計額 △86,853 △81,317

  その他の包括利益累計額合計 △154,776 △116,838

 少数株主持分 706,372 770,621

 純資産合計 22,746,219 23,430,182

負債純資産合計 25,841,910 27,101,229
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 11,838,187 12,627,208

売上原価 9,364,791 10,045,477

売上総利益 2,473,395 2,581,731

販売費及び一般管理費   

 報酬及び給料手当 538,772 555,693

 賞与引当金繰入額 11,017 2,268

 退職給付費用 34,182 35,471

 その他 1,012,907 1,056,543

 販売費及び一般管理費合計 1,596,878 1,649,975

営業利益 876,517 931,756

営業外収益   

 受取利息 3,849 46,423

 受取配当金 1,560 1,860

 持分法による投資利益 183,968 194,941

 為替差益 174,737 93,054

 その他 70,829 54,208

 営業外収益合計 434,944 390,486

営業外費用   

 支払利息 12 892

 固定資産除却損 35,456 10,453

 賃貸収入原価 11,984 －

 その他 16,840 7,945

 営業外費用合計 64,291 19,291

経常利益 1,247,170 1,302,950

特別利益   

 固定資産売却益 326,568 －

 特別利益合計 326,568 －

特別損失   

 事業整理損 － 93,156

 特別損失合計 － 93,156

税金等調整前四半期純利益 1,573,737 1,209,794

法人税、住民税及び事業税 317,246 409,885

法人税等調整額 230,775 △11,628

法人税等合計 548,021 398,257

少数株主損益調整前四半期純利益 1,025,717 811,537

少数株主利益 38,472 33,833

四半期純利益 987,245 777,704
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,025,717 811,537

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 56,675 79,036

 退職給付に係る調整額 － 5,536

 持分法適用会社に対する持分相当額 141,816 △26,621

 その他の包括利益合計 198,491 57,950

四半期包括利益 1,224,208 869,487

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,171,582 815,642

 少数株主に係る四半期包括利益 52,626 53,845
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

連結の範囲の重要な変更

　当第３四半期連結会計期間より、新たに設立したFUJI OOZX MEXICO, S.A.DE C.V.を連結の範囲に含めており

ます。
 

 

（会計方針の変更）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法についても、従業員の平均

残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間および支払見込期間ごとの金額を反

映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が14,888千円増加し、利益剰余金が9,702千

円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は

それぞれ1,262千円増加しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　１．保証債務

関連会社の借入金に対して、下記のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

　　TRW Fuji Valve Inc. 120,863千円 　　TRW Fuji Valve Inc. 60,512千円

 （　 1,174千ドル）  （　   502千ドル）
 

 

　２．偶発債務

当社は、以下のとおり、平成２６年４月３日（現地時間）付けで、米国テネシー州連邦裁判所において訴訟

（以下「本件訴訟」といいます）を提起され、当社は平成２６年８月１８日に本件訴訟に関する送達を受けま

した。

 

（１）訴訟の原因、及び訴えを提起されるに至った経緯

　原告は、当社との間で締結したジョイントベンチャー契約（以下「本件契約」といいます）において、当社

の北米における販売活動等が制限されていたにも関わらず、当社がメキシコに子会社を設立する計画を発表し

たことが契約違反であるとして、当社に対して訴訟を提起しました。訴え提起後も話し合いによる解決を模索

して参りましたが合意に至らず、送達を受けました。

 

（２）訴訟を提起した者の概要

　　　①名称 TRW Automotive J.V.LLC

　　　②所在地 12001 Tech Center Drive Livonia, MI 48150, US

 

（３）訴訟の内容、及び損害賠償金額

　原告は本件訴訟において、契約違反を理由に損害賠償請求、本件契約を遵守する旨の特定履行請求、及び本

件契約上の債務の履行義務があることの確認等を求める請求をしております。なお訴状には、請求金額の記載

はありません。

 

（４）今後の見通し

　今後、訴状の内容を精査した上で、法的手続に則り適切に対処していく所存です。

なお、現時点では、本件訴訟が当社の業績に与える影響を見積もることは困難であります。
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※３．四半期連結会計期間末日満期手形等の処理

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、下記の四半期連結会計期間末日満期手形

等を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

受取手形及び売掛金 －千円 59,529千円

支払手形及び買掛金 －千円 9,234千円

流動負債 その他（未払金） －千円 48,426千円

流動負債 その他（設備関係支払手形） －千円 9,550千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

減価償却費 464,173千円 721,087千円

のれんの償却額 1,303千円 1,303千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 102,739 5.00 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

平成25年10月28日
取締役会

普通株式 102,737 5.00 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 102,734 5.00 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

平成26年10月29日
取締役会

普通株式 102,732 5.00 平成26年９月30日 平成26年12月２日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

EDINET提出書類

フジオーゼックス株式会社(E02225)

四半期報告書

16/20



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日  至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
自動車部品製造 流通

売上高    

  外部顧客への売上高 11,270,181 568,006 11,838,187

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

5,104 398,073 403,176

計 11,275,284 966,079 12,241,363

セグメント利益又は損失（△） 798,772 △12,037 786,735
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
利益 金額

報告セグメント計 786,735

セグメント間取引消去 89,783

四半期連結損益計算書の営業利益 876,517
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な変動はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日  至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
自動車部品製造 流通

売上高    

  外部顧客への売上高 12,209,856 417,351 12,627,208

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,742 472,559 474,301

計 12,211,599 889,910 13,101,509

セグメント利益 848,313 9,222 857,534
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
利益 金額

報告セグメント計 857,534

セグメント間取引消去 74,221

四半期連結損益計算書の営業利益 931,756
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な変動はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 48円05銭 37円85銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 987,245 777,704

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 987,245 777,704

普通株式の期中平均株式数(株) 20,547,443 20,546,464
 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成26年10月29日開催の取締役会において、第87期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当につ

き、次のとおり決議いたしました。

（１）中間配当総額 102,732千円

（２）１株当たり中間配当金額  5円00銭

（３）支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成26年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

フジオーゼックス株式会社(E02225)

四半期報告書

19/20



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成27年１月29日
 

フジオーゼックス株式会社
 

取締役会　 御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ  
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   松　井　夏　樹   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   今　泉 　　誠　 印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   城　　 卓 男   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジオーゼック

ス株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日

から平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジオーゼックス株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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